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＜はじめに＞＜はじめに＞＜はじめに＞＜はじめに＞    
設定例で使用しているIPアドレスやアカウントは設定例用です。設定例の設定内容をそのまま入力しても動作は
致しません。実際に設定する場合は、お客様の使用しているサーバのアドレスやＮＴＴから指定されたアカウン
トを設定してください。 
 
設定例では自動接続（Webにアクセスすると自動的にダイヤルアップする）及び自動切断無し（1度つながったら
任意に切断しない限り接続を維持する）で設定していますので、手動接続や自動切断設定をしたい場合はルータ
付属のマニュアルをご覧ください。 
 
接続した後に正しい切断手段を取らずに切断した場合は、ＰＰＰｏＥのセッション情報が残ったままになってし
まい再接続できなくなりますのでご注意ください。その場合はしばらく（10分～20分間）待っていただくか、Ａ
ＤＳＬモデムの電源を入れ直してください。 
 

＜ルータへのアクセス方法＞＜ルータへのアクセス方法＞＜ルータへのアクセス方法＞＜ルータへのアクセス方法＞    

メーカー名 機種名 設定方法 アクセスＵＲＬ 
YAMAHA RTA54i Ｗｅｂブラウザから設定 http://192.168.0.1/ 

    

＜ファームウエアに関する注意事項＞＜ファームウエアに関する注意事項＞＜ファームウエアに関する注意事項＞＜ファームウエアに関する注意事項＞    

ルータのファームウエアのバージョンは常に最新版を保ってください。バージョンが低いと一部の機能が使用で
きない場合があります。ファームウエアはメーカのホームページからダウンロードできます。インストール方法
はメーカのホームページを参照してください。 

メーカー名 機種名 Ｆ／Ｗバージョン メーカーＵＲＬ 
YAMAHA RTA54i Rev 4.04.03 http://netvolante.rtpro.yamaha.co.jp/ 
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＜＜＜＜IPIPIPIP アドレスの割り当て方法＞アドレスの割り当て方法＞アドレスの割り当て方法＞アドレスの割り当て方法＞    

 
割り当てられたIPアドレスのうち、最初（ネットワークアドレス）と最後のアドレス（ブロードキャストアドレ
ス）は、ホスト等に使用できないIPアドレスとなっています。 
 
・ネットワークアドレス：お客様のネットワーク全体を表します。 
・ブロードキャストアドレス：同一ネットワークアドレスに所属している全ホストに対して、同一の情報を送信
したい場合に使用します。 
 
（例）「210.150.250.112 /29」というIPアドレスが割り当てられた場合 
210.150.250.112 → ネットワークアドレス（使用不可） 
210.150.250.113 → 使用可能アドレス 
210.150.250.114 → 使用可能アドレス 
210.150.250.115 → 使用可能アドレス 
210.150.250.116 → 使用可能アドレス 
210.150.250.117 → 使用可能アドレス 
210.150.250.118 → 使用可能アドレス 
210.150.250.119 → ブロードキャストアドレス（使用不可） 
 
実際の割り当て例 
210.150.250.112 → ネットワークアドレス（使用不可） 
210.150.250.113 → ルータ用（推奨） 
210.150.250.114 → Webサーバ用（例） 
210.150.250.115 → Mailサーバ用（例） 
210.150.250.116 → DNSサーバ用（例） 
210.150.250.117 → 予備（例） 
210.150.250.118 → 予備（例） 
210.150.250.119 → ブロードキャストアドレス（使用不可） 
 
一般的に、使用できるIPアドレスの範囲内の最初のアドレスをルータに使用します。設定例もこの設定方法で設
定しています。特に理由がない限り極力この設定方法で設定してください。 
 

Ａｔｔｅｎｔｉｏｎ！！Ａｔｔｅｎｔｉｏｎ！！Ａｔｔｅｎｔｉｏｎ！！Ａｔｔｅｎｔｉｏｎ！！    
必ずルータにも使用可能なIPアドレスを割り当ててください。割り当てないと絶対に通信することはできません。
よって、ホストに割り当てられるIPアドレスは全部で5個になります。 
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＜ＹＡＭＡＨＡ＜ＹＡＭＡＨＡ＜ＹＡＭＡＨＡ＜ＹＡＭＡＨＡ        ＮｅｔＶｏｌａｎｔｅＮｅｔＶｏｌａｎｔｅＮｅｔＶｏｌａｎｔｅＮｅｔＶｏｌａｎｔｅ    ＲＴＡ５４ｉ＞ＲＴＡ５４ｉ＞ＲＴＡ５４ｉ＞ＲＴＡ５４ｉ＞    
①Ｗｅｂブラウザから（http://192.168.0.1/）を開きパスワードを設定して、「OK」ボタンをクリックします。 
   

    
    
②確認メッセージが表示されたら「OK」ボタンをクリックします。 
  パスワードの入力を求められるので、画面の指示どおりに設定し「OK」ボタンをクリックします。 

 
 
③「はじめての設定」から「新規登録」をクリックします。 

 
 
④「フレッツＡＤＳＬなどのＰＰＰｏＥ方式を使用したＡＤＳＬ接続設定」にチェックを入れ 
「次へ」ボタンをクリックします。 
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⑤以下の項目を設定します。 

 
 
プロバイダ情報プロバイダ情報プロバイダ情報プロバイダ情報    
 ユーザーID：弊社指定の「ネットワークID」を設定 
 パスワード：弊社指定の「ネットワークパスワード」を設定 
ＤＮＳ関連ＤＮＳ関連ＤＮＳ関連ＤＮＳ関連 
 ＤＮＳサーバアドレス：｢IPアドレスを指定する｣に設定 
 プライマリＤＮＳサーバアドレス：任意のプライマリDNSサーバーのIPアドレスを設定 
 セカンダリＤＮＳサーバアドレス：任意のセカンダリDNSサーバーのIPアドレスを設定 
 
以上、設定が完了したら｢設定｣ボタンをクリックします。 
 
⑥以下のメッセージが表示されたら、設定は成功です。「OK」ボタンをクリックします。 

 

 
⑦「接続設定」ページが表示されるので「LAN/WAN設定」をクリックします。 

 

 
⑧以下の項目を設定します。 

 
セカンダリ・IPアドレス：割当てられたIPアドレスから使用できる任意の1つを設定 
ネットマスクビット数：「255.255.255.248（29ビット）」を設定 
 
以上、設定が完了したら「登録」ボタンをクリックします。 
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⑨確認メッセージが表示されるので、「IPアドレス変更する」ボタンをクリックします。 

 
 
⑩左のメニューの「システム管理」をクリックして、「コマンド設定」をクリックします。 

 
 
⑪画面の一番下の「コマンド入力」に以下のコマンドを入力します。 

 
 
pp select 1 
nat descriptor addess outer 1 ＜＜＜＜セカンダリ･セカンダリ･セカンダリ･セカンダリ･IPIPIPIPアドレスアドレスアドレスアドレス＞＞＞＞ 
nat descriptor addess inner 1 ＜＜＜＜DHCPDHCPDHCPDHCPで割当てるプライベートで割当てるプライベートで割当てるプライベートで割当てるプライベート IPIPIPIPアドレスの範囲＞アドレスの範囲＞アドレスの範囲＞アドレスの範囲＞ 
 
以上、設定が完了したら「入力」ボタンをクリックします。 
 
⑫以下のメッセージが表示されたら、設定は成功です。 

 
 
⑬左のメニューの「付加機能」をクリックして、「ファイアウォール機能」をクリックします。 

 
 
⑭「表示インタフェース」項目を「PP01」に切り替えて、「表示の変更（再表示）」ボタンをクリックします。 

 
 
⑮「静的フィルタの設定」項目で公開サーバー用の設定を行います。 
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注：設定例では割当てられたネットワーク全体に 1つの設定を施しています。この設定がいちばん簡単ですが、 
    セキュリティーを高める為に、サーバーごとに特定のサービスだけを許可するように設定したい場合は 
    ルーター付属のマニュアルか、メーカーのホームページのコマンドリファレンスを参考にしてください。 
 
静的フィルタの設定 
 送信元 IPアドレス：割当てられたネットワークを設定（設定例では 210.150.250.112/29） 
 
以上、設定が完了したら「追加」ボタンをクリックしてください。 
 
⑯以下のメッセージが表示されたら、設定は成功です。「OK」ボタンをクリックしてください。 

 
 
⑰「静的フィルタの一覧」項目で以下の項目を設定します。 

 
 
先ほど設定したフィルタの「入」と「出」にチェックを入れます。 
 
以上、設定が完了したら「適用」ボタンをクリックします。 
 
 
以上で作業は終了です。 
お疲れ様でした。 
 


